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集を数える。 2011年刊行の『新販 能・狂言事典~ (西野春雄・羽田斑編、平凡社)は1987
年の初版から12年ぶり 2回目の改訂本(3)である。特に、続いて刊行された
• 2012年 1 丹『能楽大事典~ (小林寅・西哲生・羽問題著、筑淳書房)




































































10. 湯沢幸吉郎守芸曲に現れる f候~J W国語学論考J八雲書林、 1940








15.福島邦道 f謡出の文法JW日本文法講座4 解釈文法』明治書鋭、 1958
16.東節夫「謡曲の解釈と文法上の問題点JW講座解釈と文法 5~ 明治書段、 1959











































































































































① 『世間弥自筆能本集~ (影印縞・校訂編) 2冊
(月曜会編、表章監修、岩波書活、 197)
がこれら全てを収めていて便利である。
1413年 観 世 文 庫 蔵 昭 和45年 (1970)公開
1423年宝山寺蔵 昭和18年(1943)公開




松浦 1427年 観 世 文 庫 蔵 昭 和 3年(1928)公開
あとやのまつ

























② 『観世文庫蔵 室町時代謡本集~ (影印篇・翻昂篇) 2冊、表章編、観世文庫発
そうせつ
行、 1997。※観世宗節筆本却曲、金春巻子本 5出など16世紀末までの写本町議。


















@ 謡曲百番(全)~後藤淑地編、笠間書i境、 19770 ※元和 6 年
1620年の干IJ記がある。観世大夫黒雪の奥付のある最初の家元公認本。 10曲。複
製は f謡曲官番一元和卯丹本一』版本文庫 5 41決10帖〕、伊藤正義解説、問書
刊行会、 1974-1981。
⑦ f日本古典文学全集 謡曲集~ (1・2) 2冊、小山弘志/佐藤喜久雄/佐藤
健一郎校注・訳、小学館、 1973-19750※寛永 6年 (629)刊観世流『寛永卯月本J
を主として用い (59曲)、その他18曲については、(敦盛) (半蔀) (羽衣)は明}欝
3年 (657)刊の観世流 f野田本』、(麗出〉には『擬車産本Jなどを用いている。
7曲。
⑦， w新編自本古典文学全集 謡曲集~ (①・②) 2冊(小山弘志/佐藤健一郎校
注・訳、小学路、 1998)も基本的には同じ『寛永卯月本』底本だが、「翁Jr巴j
など収録曲が増えて合計81曲を収める。
⑧ 『新日本吉典文学大系 謡曲百番J西野春雄校柱、岩波書倍、 1998。※底本は














いる。これを (a) 均質性、とし、組にも考えてみると、 (b)考察に充分な分量(多い











『国語と留文学~ 11-5、iト 7 (高齢、 11-9 (完)、 1934
41.高田富三郎守護曲の呑節と国語の鼻母音J[í国語と関文学~ 12-問、 1935
42.高田富三郎「謡曲における連声の研究J





























































































(2) 2001年操作宣言登録、 2006年無形文化遺産の保護に関する条約発効、 2009年正式登録。
(3) 1999年新訂増補版、 1987年初!被





(6) 書籍では『簡語学研究文献索引 毘語史編~ (秀英出版、 1996)、webでは国立国語研究明のデー
タベース集 f日本語研究・日本語教育文献データベース」などが科用できる。檎書店の月刊誌
『観世』には f能・狂言文献要覧j という学者守的な論文・書籍を掲載する連載があったが、 425
白 (2013年 11月号)をもって終了し、『武蔵野大学能楽資料センター紀要~ 26号 (2014)r文献
臣録Jに引き継がれた。
(7) 文学的文体論一例えば潤崎正「謡曲の文体一「求塚j の認と節を中心に-J (W駒沢短大国文J
1、1981)、竹本幹夫「能の文体を作ったものJ(W中世説話とその間辺』閤東文麿縞、明治書説、
1987)ーなどは対象外とした。
(8) W自本名著全集 謡曲三百五十番集](野々 村戒三校訂、 1928)から曲舞と番外を除いた253臨を
{ft拠本文としている。名著全集は大正末年当時のシテ五流の謡本をもとに校許したもの。 209曲
が観世流。
(9) r七五識を基舗とする韻文と、対話や独自の笛所に用いられる散文(r候j や「なり j で結ぶ)
とから成る。古典の詩歌、文章を引用または下敷きにしたり、掛認、縁語、序詞などの技巧を
駆使したり、対話から地へ、地から対話へと巧みに転換したり等、その詞章はあでやかに美し






















(1) 八露正治 f野々村戒三の学問JW爵文学研究(早大国文学会)~ 81、1983








(13) もちろん、書写生下が古くなくても素性のはっきりした伝本である f青籍番屋本土佐日記j のよ
うな善本もある。
(14) w 器本古典文学研究史大事典~ r能楽J(樹下文語執筆)、 p.755、勉誠出瓶、 1997
間 謡曲関係の日本語研究として「方言差によって話が通じないのを謡曲によって克服したという
話(伝説>Jというものもあり、これについては穂)11宗賢らの論考があるが、本稿の趣旨からは















活患の 四段 1埋む 番ふ イ云ふ 満つ 報ふ
動詞 種類 二段 怪しむ !開く
格助詞 ニ愛づ ニ好く ニ背く ヲ背く
用言
仮定 ~くは
形容詞 シク活活用形 嬉しし。 甚だしし。
遺体修飾 面白の 今めかしの おろかの なかなかの 好かずの
新要素 つ うずる まじい 守護させ給へ
古代語法 完了 つ たり り







接続助詞 と とも ども からに つつ ば
部助詞 lま や こそ
終助詞 ばこそ ばや ごさめれ やらん なれや
{長 呈ロ五口JB ノ さぶらう さむらふ ざう
敬語
用法 候へ
掛詞・
(省略)
縁語
(本学教授)
